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1 はじいた わゴムを よく 見ると、どう 見える?

ア細く 見える イ 止まって 見える ウ 色が 変わって 見える エぶれて 太く 見える

こたえ 

2 糸電話の 糸を とちゅうで 指で つまむと?

アもっと 大きく 聞こえる イ 歌に なる ウ聞こえなく なる エ 変わらない

こたえ 

3 ギターの 弦(げん)を はじくと 音が 出るのは?

ア 弦が 光るから イ 弦が 止まるから ウ 弦が 震えるから エ 弦が 凍るから

こたえ 

4 太鼓の 音が 出る までの 順 番は?

アたたく → 皮が 震える → 音が 出る イ 音が 出る → たたく → 皮が 震える

ウ 音が 出る → 皮が 震える → たたく エ 皮が 震える → たたく → 音が 出る こたえ 

5 鳴らした すず(れい)を 手で にぎると?

ア 音が 止まる イもっと 長く 鳴る ウ 音が 大きく なる エ 変わらない こたえ 

6 声を 出して いる とき、のどに 手を 当てると?

ア 止まって いる イぬれて いる ウ震えて いる エ 冷たい こたえ 

7 音を 出す ものの 震えを 止めると、音は?

ア 止まる イずっと 続く ウ 大きく なる エ 変わらない こたえ 

8 わゴムを 強く はじくと、音は?

ア 変わらない イ 大きく なる ウ 小さく なる エ 出なく なる こたえ 

9 震えて いる 太鼓の 上に 小さな 紙を のせると?

ア紙が 凍る イ紙が 跳ねる ウ 何も 起こらない エ紙が 光る こたえ 
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10 糸電話の 紙コップの 底を 指で 押さえて 話すと、声は?

アよく 伝わる イ 伝わりにくく なる ウ 大きく なる エ 変わらない こたえ 

11 わゴムを 弱く はじくと、音は?

ア 大きく なる イ 変わらない ウ 止まらなく なる エ 小さく なる こたえ 

12 震えて いる 太鼓の 皮の 上に 紙を のせると、紙は?

ア 光る イ 凍る ウ 重く なる エ跳ねて 動く こたえ 

13 太鼓の 音が 出て いる 間、太鼓の 皮は?

ア 凍って いる イ震えて いる ウ 止まって いる エぬれて いる こたえ 

14 音の 大きさと 震えの 大きさの 関係を 調べる とき、変える ことは?

アたたく 強さ イのせる 紙 ウ 太鼓の 大きさ エ 太鼓の 種類 こたえ 

15 トライアングルを ひもで つるして 鳴らすのは なぜ?

ア震えを 止めない ため イ 冷やす ため ウ 光らせる ため エ 重く する ため

こたえ 

16 糸電話の 糸が たるんで いると?

ア 声が 伝わりにくい イ 変わらない ウ 大きく 聞こえる エよく 聞こえる

こたえ 

17 トライアングルを 鳴らして そっと 触ると、どう なって いる?

ア 止まって いる イ 光って いる ウ 凍って いる エ震えて いる こたえ 

18 紙の 跳ね方で 比べる とき、のせる 紙は どう する?

アいつも 同じ 紙を 使う イ 強く たたく ときは 重い 紙 ウ 弱く たたく ときは 小さい 紙

エたたく たびに 紙を かえる こたえ 

19 鳴って いる トライアングルに そっと 触ると?

アぬれて いる イ震えて いる ウ 止まって いる エ 冷たく なって いる こたえ 
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20 太鼓の 音を すぐに 止めるには?

アもっと 強く たたく イ 皮を 手で 押さえる ウ 光を 当てる エ 水を かける

こたえ 
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こたえ　しょう3 りか「音の 性質」 その1

1  エ ぶれて 太く 見える

2  ウ 聞こえなく なる

3  ウ 弦が 震えるから

4  ア たたく → 皮が 震える → 音が 出る

5  ア 音が 止まる

6  ウ 震えて いる

7  ア 止まる

8  イ 大きく なる

9  イ 紙が 跳ねる

10  イ 伝わりにくく なる

11  エ 小さく なる

12  エ 跳ねて 動く

13  イ 震えて いる

14  ア たたく 強さ

15  ア 震えを 止めない ため

16  ア 声が 伝わりにくい

17  エ 震えて いる

18  ア いつも 同じ 紙を 使う

19  イ 震えて いる

20  イ 皮を 手で 押さえる


